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《東日本大震災で被災された皆様へ》  
 このたびの東日本大震災で、お亡くなりになられた方々に対しまして、心からのお悔
やみを申し上げるとともに、被災された方々には、心からのお見舞いを申し上げます。 

ごあいさつ 

副理事長 大塚勝弘                               

全 信 工 ニュース 

（(株)都市交通テクノロジー 
        代表取締役） 

昨年に引き続き 
  交通信号工事士678人生まれる 

 過日実施された「交通信号工事士技能検定試験」の結果が発表されました。今回は、実務経験の豊富
な方が多数受験していただきましたおかげで、678人の方が合格されました。誠におめでとうございます。 

 平成２３年８月、協会内に「施工ハンドブック編纂委員会」を立ち上げ、「施工ハンドブック」の製作に着手し、現在鋭意
製作中であります。 
 「施工ハンドブック」は、信号工事全般に関する技術等を網羅し、信号工事士のバイブルとして位置付けられ、信号工
事士の座右に置き、常に利用されるものとなるような内容になることを目標としています。 
 その内容は、 
○ 第1章 安全管理 
○ 第2章 施工技術 
○ 第3章 施工管理 
○ 第4章 交通工学 
○ 第5章 補足資料 
で構成されています。 
 完成は、平成２５年秋を目標としていますが、困難を極めています。皆様の温かいご支援をお願いします。 

施工ハンドブック 

協会会員の皆様におかれましては、今年も押し迫り、残すところ20日を切り年末の忙しい
日々をお過ごしのことと思います。 
今年度（平成24年）の当協会の活動は3月に三重県警察様と『災害時における交通安全施

設の復旧に関する協定』を締結いたしました。 
6月には第2回目の『第2種交通信号工事士技能検定試験』を実施し、第1回分を合わせて

1,500名あまりの『交通信号工事士』が誕生いたしました。また、『技術講習会』も開催し、併
せて『施工ハンドブック』の編纂も着実に進行しております。 
これらのテーマに支援して頂いている各委員会の会員の皆様には、社業の実務をこなしな

がら時間を割いての活動ですので、大変なご苦労をおかけしております。 
皆様の交通信号工事の施工技術及び施工品質の向上への情熱と、誇りを持って働ける職

場環境づくりへの熱意には敬意を表します。 
来年はこれらの活動を全国ベースに広げ、現在各委員会で活躍されている会員の方々と

全国の協会会員の皆様とのコミ二ケーションを諮ることにより、当協会が主力事業としている
テーマ（技能検定制度、各県警様との災害協定の締結、会員の技術能力向上の為の技術講
習会の開催、施工ハンドブックの作成と活用）を協会会員皆様のものとして浸透させるべく、
働き掛けをしたいと思っております。 
会員の皆様方におかれましては、交通安全施設である社会インフラ構築により世の中に

貢献できる事業体へと育て上げられるよう、これらの協会活動に積極的に関わって頂きます
よう、また全会員でこの業界を盛りたてて頂きますよう重ねてお願い申し上げます。 
年末にあたり、来年が皆様にとってより良い年でありますよう祈念申し上げます。 



第2回防災会議 

 全信工は、平成２４年３月１５日 
に三重県警察と「災害時における 
交通安全施設の復旧対策に関す 
る協定」を締結しました。この協定 
の趣旨は、今後数十年以内に発 
生するであろう東南海地震に備え 
て、発生後、速やかに災害復旧が 
なしえるようその環境を整えようと 
するものです。先ず大綱を作り、 
その後実施要項を作成しようとす 
るものなのです。 
 今回、第二回防災会議が平成 
24年9月27日、三重県警察交通 
部交通管制センターで開催されま 
した。大西管制補佐の司会進行 
で始まり、交通規制課長の挨拶 
の後、全信工技能講習会講師で 
ある倉田英郎氏の「大震災に備え 
て」の講演がありました。 
 講演内容については、東南海地 
震の発生メカニズム、地震発生予 
想、中央防災会議の２００３年と 
２０１２年において発表した地震規模等の内容の相違、 
発生時の被害予想、事前対策等についてでした。 
 その中でも特筆すべきは、大震災が発生した場合三重県内の工事業者の大半は水没、交通管制センターも水没、
災害時に発動発電機が１階に設置してある施設については、発動発電機が水没するため照明はもとより警察無線も
不通になる虞がある。また主要幹線の信号機を復旧するためには数十億円の費用が必要であると訴えていました。 
 次に、荒井交通規制総務係長から緊急通行車両等事前届出書を平時に警察署へ申請してもらえれば、緊急時には
直ちに通行許可証が発行される趣旨の説明がありました。また、警察の対策本部の設置場所については、伊勢サン
アリーナや津メッセウイングが検討されているとの説明がありました。 
 続いて、河合管制担当補佐から県内の安全施設の現状と今後の震災対策への事業計画についての説明、災害発
生時における全信工との協定履行についてのお願いがありました。 
  
その後参加者での討議があり、 
 
 ○ 事前に担当区域の指定 
 ○ 復旧本部の設置場所の選定 
 ○ 情報収集手段 
 ○ 発動発電機の信頼性、給油の確保、 
   県警への貸し出し 
 ○ 被災信号機の早期の仮復旧、運用方法、 
   早期の給電対策、現示データの管理 
 ○ 制御機の防水機能の強化 
 ○ 災害訓練の実施 
 
等の問題点が抽出され、これらの問題点につい 
ては、今後の防災会議で順次話し合われること 
となりました。 
 なお、出席者は以下の方々です。(順不同、 
敬称略) 
三重県警察本部交通規制課長、交通管制官、 
施設担当補佐、規制担当補佐、管制担当補 
佐、規制総務係長、全信工理事、オムロンソ 
ーシャルソリュージョンズ(株)、コイト電工(株)、 
日本信号(株)、アサヒ電設(有)、大岳電気工業(株)、オムロンフィールドエンジニアリング(株)、(株)シンコーワ、東海信
号(株)、(株)日本総合施設、三重日信電子(株)、ミナモト通信(株)、(株)メイエレック 

古市広報委員長 小松交通規制課長 



信号工事士試験 

平成２５年度第２種交通信号工事士技能検定実施要領(特例措置期間を１年間延長)  
 
 交通信号工事士技能検定制度を創設し、平成２３年度・２４年度と特例措置（受験条件として会員限定）として実施し
てきました。その結果会員のご理解のもと、受講者数が多数となり、その後も新会員の加入等で受験希望が多数寄せ
られております。  
 このため、平成２５年度は昨年同様特例処置として実施することとしますので、多くの方が受験していただくようお願
いいたします。 
１ 受験条件  
 (1)  全信工に登録されている会員企業の役員及び職員並びに個人会員であること。 
 (2)  交通信号施設工事に関する業務に２年以上の実務経験を有すること。 
２  試験日程 
 (1)  受験申込受付期間：平成２５年 ３月 １日（金）～平成２５年 ３月２２日（金） （当日消印有効） 
 (2)  受験地・開催日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ＊印の受験地は、受験者数の状況により試験会場として設置されない場合があります。また、各受験地会場 
      で収容できる人数を超えた場合、他の受験地で受験していただく場合があります。 
    ＊印の受験地での受験を希望される方は第二希望として、東京、大阪、福岡の試験会場を指定してください。 
３   試験科目 
 ○  一般共通試験  出題数は４０問以上で、試験方式は四肢択一方式 
 ○ 実技筆記試験  試験範囲は、講習会テキストを中心に出題 
４ 試験日時間割 
     講習会                                           １３：００～１５：５０ 
   学科試験（一般共通及び実技筆記試験） １６：００～１７：００ 
５ 受験料   
    ８，５００円（講習会用テキスト代１，０００円、消費税を含む） 

お問合せ先 

 

〒１１０－００１５ 東京都台東区東上野１丁目２１番４号 

一般社団法人全国交通信号工事技術普及協会事務局 

ＴＥＬ：０３－３８３５－１７４０  ＦＡＸ：０３－６６７５－４４７５ 

 ＵＲＬ：http://www.tscta.jp     Ｅ-ｍａｉｌ：info@tscta.jp 
 

地区 関東地区 関西地区 福岡地区

受験地 東京 大阪 福岡

試験日 6/13（水）  6/14（金） 6/19（水）

　

地区 北海道地区 東北地区 中部地区 中国地区 九州地区

受験地 ＊札幌 ＊仙台 ＊金沢 ＊新潟 ＊名古屋 ＊岡山 ＊鹿児島

試験日 6/11（火） 6/12（火） 6/25（火） 6/26（木） 6/18（火） 6/21（木） 6/20(木）

北陸地区

叙勲受章 

  

理事長が瑞宝中綬章を叙勲 

 平成２４年秋の叙勲受章において、当協会の理事長である丹下正彦氏が警察功労に
より「瑞宝中授章」を叙勲されました。理事長は、昭和１７年愛知県の生まれ、昭和４１年
警察庁入庁、平成７年警察庁情報通信局長を最後に定年退職されました。 
 氏の功績は大きく、中でも三重県警察本部長時代、天皇皇后両陛下の伊勢 
神宮御参拝、皇太子殿下のご成婚による伊勢神宮参拝等１年間に３回もの 
警衛、警護を事故なく無事完遂されたこと、また平成７年発生の阪神淡路大震 
災時の災害警備、その２ヶ月後に発生したオウム真理教事件捜査等に従事さ 
れました。 

（木） （金） （水） 

（水） （火） （水） （火） （金） （木） 



 

 
 

 

 

 

情報化社会を支えるメンテナンスサービスを通じて、安全で快適な都市空間づくりに貢献します。 

進化を続ける情報システムは、企業はもちろん人々にとっても、現代社会における活動基盤を形作る重要な要素となっています。 

日信電子サービスは、こうした情報システムを支えるメンテナンスサービスをトータルに提供する「サービスインテグレータ」とし

て、人々が安全で快適に暮らせる社会環境づくりに貢献しています。 

 

〒131-0045 東京都墨田区押上 1 丁目 1 番 2 号 

東京スカイツリーイーストタワー15F 

電話 03-5637-2460（代表） FAX 03-5637-2461 

ＨＰ： URL:http://www.open-nes.co.jp/index.html 
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